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湿原散歩 

 今年の冬は道東地方を中心に大荒れの日が続き、交通 

   機関や生活に甚大なる被害を及ぼした。今月に入り、 

   積った雪も徐々に解け始め、白一色だった湖に水面が 

顔を出し、オオハクチョウやヒシクイ、アオサギなど 

   が羽を休めている。眩い空に向かって「どうか彼岸荒 

れは小規模に」と願い叶うなら御の字なのだが・・・。 

 

 

①          



コッタロ川と湿原のほとりから 

177 ３月のコッタロ湿原便り 

                           コッタロ在住．中本 アキ子（文） 中本 民三（写真） 
 

“雛祭丹頂子別れ完了す”。２月の子別れシーズン中に卒業出来たのは第２コツ＆タロの２０羽目

のみで２月１３日でした。一方第１コツ＆タロの２２羽目はなかな

か親離れせず，上手に逃げ隠れし乍ら延々と居続けるのにとことん

業を煮やした♂親（タロ）が意を決して追い払いに成功したのです

が，自身も帰還することなく“子別れし親ヅル風と共に消ゆ”とな

ったのです。短い周期で多発し，暴風雪を重ね続ける爆弾低気圧に

よって，２月末日迄の標茶町の積雪は１６０㎝を記録。３月３日は

折しも警報注意報目白押しで，大雤やミゾレ混じりの日替わりメニ

ューの目まぐるしさ。至る所で立木は折れ，さらに風倒木の散乱著

しい湿原での子別れは，深雪と吹き溜まりに覆われて，どこに危険

が潜んでいるか解らず，非常な困難が伴ったことでしょう。案の定

アクシデント発生！３日，４日，５日，６日と主の居なくなった庭

池を日頃から虎視眈眈と，他の双番４羽の丹頂が伺っていて，そ～

れ!!とばかり侵入してきたからたまらない。♂♀入り乱れての大バ

トルの喧しいこと喧しいこと。人間が出る幕ではないと静観しつつ

も，夕暮れ時には各々の塒へ帰る他所ヅルが居なくなったのを見計

らって残された♀に餌の魚を入れてやること４晩が過ぎ５日目の

朝９時１５分，突然の鳴き交わしに外へ出て見るとあ

～ら不思議！王者（タロ）が生還しているではありま

せんか。悪夢から覚めた一瞬，我と我眼を疑い乍らも

降り立った♂は右足の付け根を傷しており，そこから

の出血が乾いた血糊となって羽毛を汚しているのも

痛々しく，動けなかったであろう４日間を物語ってい

るのがわかりましょう？こちらの心配顔を見て，大き

く翼を広げ，羽ばたいて見せた後，♀に求愛ダンスを

仕掛けるなどして健気にも“ほら，もう大丈夫です”

と告げているようです。翌日からは交尾も成功させて，

一件落着。するとどうでしょう。あれほど激しかった

他所ヅルの争いは勿論ピタリと止んで，近寄らず，自

然の掟の盤石さと，野生の強靭さとを見せつけられた

思いで，戻ってきた平和に万万歳!! 

ところでポカポカ陽気の空を見上げれば北帰行の

白鳥さんの群が，又庭の６つのバードテーブルに目を

転ずれば８羽の赤ゲラと番の鵯，ツグミ，花鳥（アト

リ）に加えて常連客多数が屯して賑わい，静寂そのも

のの室内では，久々にショパンのノクターンを聴き乍

ら，ほっこりとした時の流れを楽しんでおります。 
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湿原の住人たち その１６８                        コミミズク 

コミミズクは冬越しのために日本に渡ってくる中型のフクロウ

です。一年を通して見られるお馴染みのエゾフクロウに比べると

眼光鋭く精悍な感じがするのは、黄色の目の周りが黒く縁取りさ

れているせいでしょうか。写真はコッタロ湿原の道路沿いの木に

とまっていたところです。見かける機会は少ないものの、草原性

のコミミズクは日中も活動するため、湿原を飛ぶ姿や樹上で首を

ぐるりと回して辺りを見渡している様子が見られました。 

 

春を待つフィールドを散策しました。 

自然ふれあい行事「釧路湿原フィールドウォッチング」を７日、

茅沼蝶の森周辺で開催しました。例年、シラルトロ湖もコースに入

っていましたが、気温も高く、氷の厚さも不安定な場所があり、今

回は止めて散策しました。大雪の影響で樹木も倒れた個所が多く、

近くには深雪に苦戦しながら歩いたような動物たちの足跡があり、

樹木の冬芽では、ハンノキの雄花が少し伸びたもの、樹液の出てい

るイタヤカエデなどがありました。また、縄文時代の竪穴住居跡や

炭窯跡など先人たちの生活していた場所を見ながら、明日で運転終

了をするＳＬ冬の湿原号を見送って行事を終えました。そのあと茅

沼憩の家の温泉に浸かり、汗を流しました。参加者の皆さん、オツ

カレサマでした。 

 

ネムネムのとうろうろうろ日記  Vol.54「お別れは突然に」 

突然ですが 3月いっぱいで郷土館を退職することになりました。9年間の郷土館生活で「うろう 

ろ日記」が、書いていて一番楽しい原稿でした。字数とアホなネタが増える一方でしたが、職場も 

編集の方も何もいわず、自由に書かせてもらえたのはありがたかったです。 

スズメバチにまとわりつかれた Vol.32「黒は女を美しく見せる？」は、反響が大きかったです。 

「イラストがよく似てる。」「大胆。」「自虐ネタ 

？」と仕事先でいわれましたし、突然郷土館に 

現れ「うろうろ日記、読んでいますから！」と 

だけいって、笑って去っていったお客さんもい 

ました。アオサギの死体を拾い集める Vol.37 

「死体にまつわるエトセトラ」は、目の前でガ 

イドさんが解説に使っていて驚きました。私の 

名札を見た来館者が突然「うろうろ日記の方で 

すよね？」と声をかけてくれたのも嬉しかった 

です。調子に乗って、実家の両親にネットで公 

開されている「やちまなこ」のサイトを教えた 

ら、原稿のダメだしが入るようになり、これは 

ちょっと後悔しました。 

またこんな楽しい原稿を書く機会があるとい 

いなと思っています。4月からは浜中町にある 

霧多布湿原センターに勤務します。良かったら 

遊びに来て下さいね。辻 ねむ（標茶町郷土館学芸員） 

 

③ 

３がつ 6 にち ばしょ とうろ 

大雪続きで積雪 70cm。あの奥の倉庫の中を片付け

なくてはならないのに、たどり着けるだろうか・・・。 



４月の行事カレンダー 
各行事とも事前の申込が必要です                   

春の湿原バードウォッチング 

［日時］４/１８ (土) 10：00〜12：00 

［定員・参加料］１５名 無料 

［場所］シラルトロ湖・蝶の森周辺   集合は憩の家かや沼駐車場 

＊あれば双眼鏡をお持ちください。コース状況によっては長靴が必要です。 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪申し込み問い合わせは 塘路湖エコミュージアムセンターまで ℡ 015-487-3003 

 

早春の湿原ハイク 

［日時］４/１２（日）10：00〜12：00 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪申し込み問い合わせは 温根内ビジターセンターまで ℡ 0154-65-2323 

 

塘路湖・シラルトロ湖・コッタロ湿原周辺の自然情報 

 

【 植物 】(2/17)ヤチハンノキのたね (3/7)樹液の出たイタヤカエデとシラカバ.雪の下のフッキソウ.キハダの

実. 銀色に輝くキタコブシの蕾.オニグルミとヤチダモの葉痕 (3/13)フクジュソウの芽.ヤナギの芽 

 

【 鳥 】(2/17)オジロワシ.オオワシ.ツグミ.カワアイサ.オオハクチョウ.ダイサギ (2/19)シメの群れ.ミヤマ

カケス (2/24)シラルトロ湖上空を飛ぶヒシクイの群れ (3/6)アカゲラ.コミミズク.ホオジロガモ.アオサギ.

コゲラ (3/7)ベニヒワ.ワタリガラス.シマエナガ.ヒガラ.モズ.ミソサザイ.アカゲラのドラミング (3/8)ヤマ

セミ.ノスリ (3/13)アトリの群れ.マヒワ (3/14)カワラヒワ.マガモ  

 

【その他】(2/17)キタキツネ (3/2)エゾシカの死骸 (3/12)エゾリス.エゾタヌキの死骸.セミの脱け殻.越冬中の

甲虫 (3/14)テントウムシ  

 

■道道クチョロ原野塘路線を車で利用する方は安全運転を心がけてください。 

道路の一部が砂利道になっていて雪解け水が溜まり悪路の場合があります。道路を横断するエゾシ

カもいます。また、アトリやベニヒワなどの小鳥の群れが路肩で採餌していることが多く、車が来

ると道先案内のように並走したりします。スピードを落として慎重な運転を心がけてください。 

 

■サルボ、サルルン展望台へ向かう散策道は現在木階段撤去作業が行われています。展望台へは旧道 

を利用していますが、除雪はしていないため、利用される方は長靴を用意してください。 

 

◆日出・日入時間 3/15(5:36,17:28).3/31(5:08,17:47).4/14(4:44,18:03)                                                                                  

                                                                                          

釧路湿原国立公園  

塘路湖エコミュージアムセンター あるこっと 

〠088-2264  北海道川上郡標茶町塘路原野 

TEL:015-487-3003 FAX:015-487-3004  

E-mail:emc@hokkai.or.jp 

開館時間 10：00〜17：00（11 月〜3月は 16：00 まで） 

休館日:毎週水曜日 12 月 29 日〜1月 3 日    入館無料                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

コッタロ湿原にて（3/6） 

④ 

mailto:emc@hokkai.or.jp

